
豊
田
長
康
が
語
る国

立
大
学
法
人
化
と
三
重
大
学
の
取
り
組
み

大学と教育　No．3603－12

　
　
　
　
　
　
三
重
大
学
学
長
補
佐
の
豊
田
で
す
。
専
門
は
医
学
部

　
は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
で
産
科
婦
人
科
学
を
や
っ
て
い
ま
す
。
一
年
前
か
ら

学
長
補
佐
に
任
命
さ
れ
、
副
学
長
、
学
長
補
佐
か
ら
な
る
法
人
化
準

備
室
で
法
人
化
の
準
備
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
い
ら
っ
し

ゃ
る
藤
原
先
生
は
組
織
・
人
事
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ

を
担
当
し
て
お
ら
れ
、
私
は
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
を
担
当

し
、
大
学
法
人
化
に
向
け
て
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定
、
評

価
方
法
の
策
定
等
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
，
ま
た
、
国
際
交
流
室
の
室

長
も
兼
任
し
て
い
ま
す
。

　
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定
は
非
常
に
大
切
で
す
が
、
最
も
大

切
な
こ
と
は
、
三
重
大
学
の
全
て
の
構
成
員
の
合
意
を
と
る
プ
ロ
セ

ス
で
あ
る
と
考
え
、
各
部
局
に
出
向
い
て
、
法
人
化
と
は
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
と
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か

と
い
う
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
お
話
し
し
て
い
る
状
況
で
す
。
一

応
、
五
つ
の
学
部
で
一
通
り
説
明
し
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
日

は
、
そ
の
「
大
学
法
人
化
と
三
重
大
学
の
戦
略
」
と
題
し
た
ス
ラ
イ

ド
を
も
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
私
ど
も
が
合
意
形
成
の
た
め
に
ど
の

よ
う
な
話
を
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
参
考
に
し
て
頂
け
れ
ば
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
法
人
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

　
大
学
法
人
化
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
文
部
科
学
省
が
各
種
の
文
書
に

記
載
し
て
い
る
も
の
を
、
復
習
の
つ
も
り
で
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。
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大学法人化のキーワード

鱒個性豊かな大学づくりと国際競

　争力ある教育の展開

麟国民や社会への説明責任の重視

　と競争原理の導入

鱒経営責任の明確化による機動的

　・戦略的な大学運営の実現

個
性
豊
か
な
大
学
づ
く

り
と
国
際
競
争
力
あ
る

教
育
研
究
の
展
開
、
国

民
や
社
会
へ
の
説
明
責

任
の
重
視
と
競
争
原
理

の
導
入
、
経
営
責
任
の

明
確
化
に
よ
る
機
動
的

・
戦
略
的
な
大
学
運
営

の
実
現
、
の
三
つ
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

轟
き灘

●
と
よ
だ
・
な
が
や
す
●
一
九
五
〇
年
、
三

重
県
生
ま
れ
●
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
評
議

員
、
日
本
周
産
期
学
会
評
議
員
、
日
本
内
分

泌
学
会
評
議
員
、
日
本
糖
尿
病
学
会
評
議
員
、

米
国
糖
尿
病
学
会
会
員
、
文
部
科
学
省
視
学
委
員
他
●
妊
娠
時
の
糖
代
謝
（
異

常
）
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
●
現
在
、
学
長
補
佐
と
し
て
中
期
目
標

・
中
期
計
画
づ
く
り
の
仕
事
に
携
わ
り
、
大
学
の
将
来
に
向
け
て
そ
の
具
体

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
教
職
員
が
希
望
と
誇
り
を
持
て
る
大
学
づ
く
り

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、
四
苦
八
苦
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
立
大
学
法
人
の
評
価
と

運
営
費
交
付
金
の
流
れ

法人化後の評価と運営費交付金の流れ

こ
の
図
は
、
国
立
大
学
法
人
法
案
の

中
で
、
大
学
の
構
成
員
に
と
っ
て
も

大
学
の
運
営
に
と
っ
て
も
最
も
気
に

な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と

を
ま
と
め
た
も
の
で

す
。
各
大
学
は
中
期
目

標
・
中
期
計
画
、
お
よ

び
年
度
計
画
と
い
う
も

の
を
策
定
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
文

部
科
学
省
に
提
出
し
ま

す
。
中
期
目
標
は
文
部

科
学
大
臣
が
定
め
る
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
大

学
の
意
思
を
尊
重
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
達
成
度
が
中

期
、
つ
ま
り
六
年
後
に

評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

十
月
に
大
学
法
人
評
価
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委
員
会
が
作
ら
れ
、
目
標
の
達
成
度
お
よ
び
目
標
そ
の
も
の
の
妥
当

性
も
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
現
在
す
で
に
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
が
、
大
学
評
価

学
位
授
与
機
構
が
大
学
の
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
、
国
際
交
流
等

の
評
価
を
行
い
、
大
学
法
人
評
価
委
員
会
の
評
価
と
併
せ
て
、
二
つ

の
評
価
で
も
っ
て
大
学
法
人
の
評
価
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
評
価
の
結
果
に
よ
り
、
運
営
費
交
付
金
を
増
減

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
立
大
学
へ
の
予
算
は
、
今
後
は

運
営
費
交
付
金
と
い
う
ま
と
ま
っ
た
形
で
配
分
さ
れ
、
各
大
学
は
そ

の
使
い
道
を
あ
る
程
度
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
、

こ
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
は
法
人
化
後
の
大
学
の
命
運
を
左
右
す

る
非
常
に
大
切
な
も
の
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
法
人
の
運
営
組
織
は
、
学
長
を
中

　
大
学
法
人
の
運
営
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
と
し
た
執
行
部
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
や
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
と
り
や
す
く
で
き
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
学
長
と
理
事
か
ら
な
る
役
員
会
が
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
、
年

度
計
画
、
予
算
の
編
成
・
執
行
、
決
算
、
組
織
の
設
置
廃
止
等
の
重

要
事
項
を
決
議
い
た
し
ま
す
。
三
重
大
学
の
場
合
は
理
事
が
五
人
と

い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
う
ち
一
人
は
外
部
の
方
を
選
任
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

大学法人運営組織

学長 監事2

役員禽 経営協議禽

学長、 理事籔 学長

役簸・職員・

難楼…黛㈱％獄鋤

灘糊目標・欝爾、奪度計爾

罷算の編成導執行、決算

紐織の設置・廃藍 霊に経営縫関藩ゐ事蓼

その他重要事環馨決議 謹審議

項

　教育研究評議会

　　　　学長

　　　　役員

学部長、研究科長、そ

の他の長

学長が任命する職員

主に教育・研究に関す

る事項を審議
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教
育
研
究
評
議
会
は
、
現
在
の
評
議
会
の
延
長
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
主
と
し
て
教
育
・
研
究
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
来
は
評
議
会
が
大
学
の
最
高
議
決
機
関
で
あ

っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
審
議
す
る
機
関
と
な
り
、
最
高
議
決
機
関

は
役
員
会
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
に
経
営
協
議
会
が
で
き
て
、
こ
れ
は
学
外
委
員
が
半

数
以
上
入
ら
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が
、
主
と
し
て
経
営
に
関
す

る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
文
部
科
学
大
臣
が
任
命
す
る
監
事
二
名
が
加
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
は
文
部
科
学
省
が
平
成
十
四
年
十

　
中
期
目
標
・
中
期
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
月
に
各
大
学
に
配
布
し
た
中
期
目
標

・
中
期
計
画
の
様
式
で
す
。
実
は
、
平
成
十
四
年
の
三
月
に
一
応
の

様
式
が
提
示
さ
れ
ま
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
作
り
か
け
た
の
で
す
が
、

十
一
月
に
新
し
い
様
式
が
出
ま
し
て
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
書
き
換

え
た
と
こ
ろ
、
十
二
月
に
、
ま
た
こ
の
様
式
が
提
示
さ
れ
た
の
で
、

ま
た
書
き
換
え
る
と
い
う
、
各
大
学
で
は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
こ
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
に
は
例
示
が
載
っ
て

お
り
ま
し
て
、
文
部
科
学
省
で
は
あ
く
ま
で
例
示
で
あ
り
、
必
ず
し

も
こ
の
通
り
に
書
か
な
く
て
も
良
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
や

は
り
、
か
な
り
影
響
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
従
来
の
大
学
の
考
え
方
か
ら
す
る
と
か
な
り
厳
し
い
内
容
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
教
育
に
つ
い
て
は
教
養
教
育
の
成
果
、

教
育
の
成
果
・
効
果
の
検
証
、
適
切
な
教
員
の
配
置
、
教
育
活
動
の

評
価
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
研
究
に
つ
い
て
は
、
研
究
の
水
準
・
成
果
の
検
証
、
適
切
な
研
究

者
の
配
置
に
関
す
る
具
体
的
方
策
、
研
究
資
金
の
配
分
に
関
す
る
具

体
的
方
策
、
研
究
活
動
の
評
価
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
研
究
資

金
の
配
分
シ
ス
テ
ム
に
し
て
も
、
お
そ
ら
く
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
と
い
う
と
、
や
は
り
業
績
の
あ
が
っ
て
い
る
研
究
者
に
厚
く
配
分

し
な
さ
い
よ
、
と
い
う
傾
斜
配
分
方
式
の
採
用
を
暗
に
示
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
業
務
・
運
営
の
改
善
に
つ
い
て
も
、
全
学
的
な
経
営
戦
略
の
確
立
、

運
営
組
織
の
効
果
的
・
機
動
的
な
運
営
、
学
部
長
等
を
中
心
と
し
た

機
動
的
・
戦
略
的
な
学
部
等
運
営
、
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
、
学

外
の
有
識
者
の
登
用
、
内
部
監
査
機
能
の
充
実
、
教
育
・
研
究
組
織

の
見
直
し
の
シ
ス
テ
ム
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
任
期
制
・

公
募
制
の
導
入
、
中
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
た
適
切
な
人
員
（
人
件

費
）
管
理
、
等
が
例
示
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
任
期
制
は
す

で
に
一
部
の
大
学
で
は
導
入
さ
れ
て
お
り
、
三
重
大
学
で
も
医
学
部

が
導
入
し
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
が
た
い
へ
ん
気
に
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
財
務
に
つ
い
て
も
、
外
部
資
金
の
増
加
、
収
入
を
伴
う
事
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中期目標・中期計画（平成14年12月文部科学省様式）

中期計画

果
進
果
シ
策
等

成
の
成
ツ
方
念
態
成
教
必
策
動

の
後
の
ミ
的
理
形
な
な
に
方
活

育
業
育
ド
体
育
業
切
切
育
的
育
策
材

○
○
○
○
　
○
○
○
○
○
　
○
　
○

等に応じた教育課程を編成するための具体的方策

、学習指導法等に関する具体的方策

績評価等の実施に関する具体的方策

職員の配置等に関する具体的方策

要な施設、図書館、情報ネットワーク等活用・整備の具

　　　　　中期目標

1中期目標の期間

H大学の教育研究等の質の向上に

　関する目標

1教育に関する目標
1）教育の成果に関する目標

（2）教育内容等に関する目標

（3）教育の実施体制等に関する目標

（4）学生への支援に関する目標

中期目標・中期計画（平成14年12月文部科学省様式）

中期計画

○目指すべき研究の方向性

○大学として重点的に取り組む領域

○成果の社会への還元に関する具体的方策

○研究の水準・成果の検証に関する具体的方策

○適切な研究者等の配置に関する具体的方策

○研究資金の配分システムに関する具体的方策

○研究に必要な設備等の活用・整備に関する具体的方策

○知的財産の創出、取得、管理及び活用に関する具体的方策

○研究活動の評価及び評価結果を質の向上につなげるための具体的

　方策

○全国共同研究、学内共同研究等に関する特記事項

○学部・研究科・附置研究所等の研究実施体制等に関する特記事項

○地域社会等との連携・協力、社会サービス等に係る具体的方策

○産学官連携の推進に関する具体的方策

○地域の公私立大学等との連携・支援に関する具体的方策

○留学生交流その他諸外国の大学等との教育研究上の交流に関する

　具体的方策

○教育研究活動に関連した国際貢献に関する具体的方策

○医療サービスの向上や経営の効率化に関する具体的方策

○良質な医療人養成の具体的方策

○研究成果の診療への反映や先端的医療の導入のための具体的方策

○適切な医療従事者等の配置に関する具体的方策

　　　　　中期目標

2研究に関する目標
1）研究水準及び研究の成果等に関

する目標

2）研究実施体制等の整備に関する

　目標

3その他

1）社会との連携、国際交流等に関

する目標

（2）附属病院に関する目標
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中期目標・中期計画（平成14年12月文部科学省様式）

中期目標

（3）附属学校に関する目標

皿業務運営の改善及び効率化に関

する目標

1運営体制の改善に関する目標

2教育研究組織の見直しに関する
　目標

3人事の適正化に関する目標

中期計画

○大学・学部との連携・協力の強化に関する具体的方策

○学校運営の改善に関する具体的方策

○附属学校の目標を達成するための入学者選抜の改善に関する具体

　的方策

○公立学校との人事交流に対応した体系的な教職員研修に関する具

　体的方策

○全学的な経営戦略の確立に関する具体的方策

○運営組織の効果的・機動的な運営に関する具体的方策

○学部長等を中心とした機動的・戦略的な学部等運営に関する具体

　的方策

○教員・事務職員等による一体的な運営に関する具体的方策

○全学的視点からの戦略的な学内資源配分に関する具体的方策

○学外の有識者・専門家の登用に関する具体的方策

○内部監査機能の充実に関する具体的方策

○国立大学間の自主的な連携・協力体制に関する具体的方策

○教育研究組織の編成・見直しのシステムに関する具体的方策

○教育研究組織の見直しの方向性

○人事評価システムの整備・活用に関する具体的方策

○柔軟で多様な人事制度の構築に関する具体的方策

○任期制・公募性の導入など教員の流動性向上に関する具体的方策

○外国人・女性等の教員採用の促進に関する具体的方策

○事務職員等の採用・養成・人事交流に関する具体的方策

○中長期的な観点に立った適切な人員（人件費）管理に関する具体

　的方策

中期目標・中期計画（平成14年12月文部科学省様式）

中期目標

4事務等の効率化・合理化に関す
る目標

IV財産内容の改善に関する目標

1外部研究資金その他の自己収入

　の増加に関する目標

2経費の抑制に関する目標

3資産の運用管理の改善に関する
　目標

V社会への説明責任に関する目標
1評価の充実に関する目標

2情報公開等の推進に関する目標

Wその他業務運営に関する重要目
　標

1施設設備の整備・活用等に関す
　る目標

2安全管理に関する目標

中期計画

○事務組織の機能・編成の見直しに関する具体的方策

○複数大学による共同事務処理に関する具体的方策

○業務のアウトソーシング等に関する具体的方策

○科学研究費補助金、受託研究、奨学寄付金等外部資金増加に関す

　る具体的方策

○収入を伴う事業の実施に関する具体的方策

○管理的経費の抑制に関する具体的方策

○資産の効率的・効果的運用を図るための具体的方策

○自己点検・評価の改善に関する具体的方策

○評価結果を大学運営の改善に活用するための具体的方策

○大学情報の積極的な公開・提供及び広報に関する具体的方策

施設等の整備に関する具体的方策

○施設等の有効活用及び維持管理に関する具体的方策

○労働安全衛生法を踏まえた安全管理・事故防止に関する具体的方

　策

○学生等の安全確保等に関する具体的方策
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業
の
実
施
、
管
理
的
経
費
の
抑
制
、
資
産
の
効
率
的
運
用
、
自
己
点

検
評
価
の
改
善
、
評
価
結
果
を
大
学
運
営
の
改
善
に
活
用
す
る
た
め

の
具
体
的
方
策
、
大
学
情
報
の
積
極
的
な
公
開
・
提
供
等
が
あ
げ
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
厳
し
さ
を
私
な

　
国
立
大
学
法
人
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
り
に
ま
と
め
て
み
ま
す
と
　
大
学
間
の
競

　
求
め
ら
れ
る
厳
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
争
激
化
、
つ
ま
り
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
で

あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
教
育
・
研
究
成
果
お
よ
び
中
期
目
標
の
達
成

度
に
も
と
づ
い
て
運
営
費
交
付
金
の
傾
斜
配
分
が
起
こ
り
う
る
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
戦
略
的
経
営
と
機
動
的
運
営
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
学
内

に
お
け
る
競
争
的
環
境
と
厳
正
な
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
教
員
個
人
の
教
育
研
究
活
動
の
評
価
を
し
て

研
究
費
の
傾
斜
配
分
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
つ
ま
り
、
大
学
全

体
の
評
価
に
貢
献
し
て
く
れ
る
研
究
者
を
優
遇
し
な
い
と
大
学
は
生

き
残
れ
な
い
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

社
会
へ
の
説
明
貢
任
、
情
報
公
開
、
外
部
評
価
を
受
け
る
こ
と
や
、

自
律
的
経
営
を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
厳
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
方
こ
う
い
う
法
人
化
の
動
き
に

　
大
学
法
人
化
に
対
す
る
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
し
て
、
ご
承
知
に
よ
う
に
多
く

　　　中期目標・中期計画において
大学に求められている「厳しさ」のまとめ

　鋳大学全体の戦略を実現するための教育研究組

　　織の見直し

　鋳大学全体の戦略的部署へ教職員重点配置

⑫学内における競争的環境と厳正な評価システム

　褻教員個人の教育研究活動評価

　夢研究費の戦略的配分（大学全体の評価に貢献

　　する研究者への優遇）

　鋳任期制・公募制の導入と人事評価

麟社会への説明責任、情報公開、部外評価

嚢自立的経営

　夢部外資金獲得、収入増加、資産運用

　褻経費節減

　褻人件費（人員）管理

の
批
判
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
　
「
か
く
て
大
学
は
『
官
僚
支
配
』
で

滅
び
る
」
　
「
疑
問
点
多
く
抜
本
見
直
し
を
」
、
「
文
科
官
僚
の
過
剰
介

入
に
潜
む
学
問
の
危
機
」
、
「
国
立
大
改
革
、
官
の
権
限
強
化
に
懸
念
」

等
、
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
国
会
で
も
同
様
の
批
判
が
相

次
い
で
出
さ
れ
ま
し
て
、
国
立
大
学
法
人
法
案
は
稀
に
み
る
多
く
の

付
帯
事
項
を
伴
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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　　　　　　　　　国立大学法人化に対する最近の批判

麟かくて大学は「官僚支配」で滅びる
　野櫻井よしこ、ジャーナリスト、週刊新潮、2003．4．24
　　褻大学は文科省や大臣の完全な支配下に入り、言いなりにならざるをえ

　　　ない。

　　軽文科省の指導の特徴は目標を数値化させたがり、朝令暮改で雛形が頻

　　　繁に変わる。

　　齢官僚の天下り先を確保
⑬問題点多く抜本見直しを。

　》糟谷正彦、元大阪大学事務局長、朝日新聞、2003．5．7

　　》事務の簡素化・効率化に逆行
　　褻教授会と役員会の対立の図式が持ち込まれる。

　　野大学にとっては教育研究の人材の蓄積と施設整備が基本的な財産であ

　　　り、企業会計導入の利点はない。

⑱文科官僚の過剰介入に潜む学問の危機
　膨藤原正彦、お茶の水女子大学教授、産経新聞、2003．5．10

　　翻先進国のどこに、大臣すなわち官僚が大学の中期目標を指図するとこ

　　　ろがあろうか

⑫国立大学改革、官の権限強化に懸念
　》田中弘允、元鹿児島大学長、中日新聞、2003．5．13

　　夢官僚が強力は権限を持ち、大学への規制が強化される。競争原理の導入

　　　で地方の国立大学の衰退を招くのはほぼ確実。

大
学
法
人
化
へ
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

取
組
み
の
必
要
性

三
重
大
学
内
で
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
に
は
、
ま
だ
、
大
学
法
人
法
案
は
成
立
し

て
い
な
い
時
で
し
た
が
、
「
こ
の
よ
う
な
法
人

化
に
対
す
る
批
判
は
的
を
射
た
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
、
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
今
ま
で
の
大
学
が

国
民
や
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も

そ
う
で
は
な
い
。
果
た
し
て
三
重
大
学
は
今
の
ま
ま
で
生
き
残
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
中
期
目
標
・
中
期
計
画
を
い
や
い
や
や
ら
さ
れ
る

と
い
う
よ
う
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
三
重
大
学
を

再
生
・
発
展
さ
せ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
と
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
よ

う
。
そ
し
て
、
三
重
大
学
が
国
民
や
社
会
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
、
三

重
大
学
○
○
学
部
こ
こ
に
あ
り
と
誇
れ
る
よ
う
な
大
変
革
を
と
げ
る

た
め
に
、
一
人
一
人
が
そ
し
て
、
み
ん
な
で
一
緒
に
何
を
す
れ
ば
よ

い
の
か
考
え
て
み
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
ど
も
は
、
三
重
大
学
戦
略
プ
ラ
ン
と

　
三
重
大
学
戦
略
プ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
う
も
の
を
策
定
致
し
ま
し
た
。
こ
の

内
容
は
中
期
目
標
・
中
期
計
画
と
同
じ
も
の
で
す
が
、
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
は
違
い
ま
す
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
し
て
は
「
三
重
か

ら
世
界
へ
　
地
域
に
根
ざ
し
世
界
に
誇
れ
る
独
自
性
豊
か
な
教
育
・

研
究
成
果
を
生
み
出
す
。
～
人
と
自
然
の
調
和
共
生
の
中
で
～
」
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
昨
年
ま
で
三
重
大
学
二
十
一
世
紀
委
員
会
と
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い
う
将
来
構
想
を
検
討
す
る
委
員
会
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
の
議
論
が

参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
の
下
に
、
人
材
、
教
育
、
研
究
、
国
際
交
流
、
社
会

貢
献
、
経
営
・
管
理
・
組
織
、
経
営
資
源
と
い
う
八
つ
の
ド
メ
イ
ン

に
わ
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
の
計
画
を
策
定
致
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
目
標
・
計
画
の
設
定

や
図
示
の
方
法
は
、
名
古
屋
大
学
の
池
田
輝
政
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
参
考
に
い
た
し
ま
し
た
。

　
例
え
ば
人
材
で
す
と
、
　
「
志
の
高
い
す
ぐ
れ
た
学
生
と
教
職
員
が

日
本
全
国
お
よ
び
海
外
か
ら
集
ま
り
、
意
欲
を
も
っ
て
活
動
で
き
る

大
学
と
な
る
」
と
い
う
大
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
下
の
目
標

と
し
て
は
、
　
「
優
秀
で
時
代
を
先
取
り
で
き
る
人
材
を
国
内
外
か
ら

広
く
求
め
る
」
と
し
、
こ
の
目
標
を
具
現
化
す
る
た
め
の
計
画
が
そ

の
下
に
な
ら
ん
で
い
ま
す
。

　
教
育
で
す
と
、
　
「
感
じ
る
力
、
考
え
る
力
、
生
き
る
力
が
み
な
ぎ

り
、
地
域
に
根
ざ
し
国
際
的
に
も
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
」

を
大
目
標
と
し
て
、
教
養
教
育
、
学
部
専
門
教
育
、
大
学
院
教
育
な

ど
に
つ
い
て
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
下
に
具
体
的
な
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　
研
究
に
つ
き
ま
し
て
も
「
地
域
に
根
ざ
し
、
世
界
に
誇
れ
る
独
自

性
豊
か
な
研
究
成
果
を
生
み
出
す
」
と
い
う
大
目
標
を
設
定
し
、
研

究
水
準
・
成
果
の
検
証
、
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
、
戦
略
的
研

究
体
制
、
知
的
財
産
、
共
同
研
究
、
研
究
活
動
評
価
と
い
っ
た
項
目

に
つ
い
て
の
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
下
に
具
体
的
な
計
画
、
た
と
え

ば
「
三
重
大
学
を
代
表
す
る
研
究
課
題
を
採
択
し
、
期
限
を
限
っ
て

特
段
の
優
遇
支
援
を
行
う
。
　
（
三
重
大
学
C
O
E
）
」
と
い
う
計
画
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
三
重
大
学
C
O
E
は
、
三
重
大
学
の
よ

う
な
上
位
校
か
ら
圧
倒
的
な
人
的
経
済
的
格
差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る

地
方
大
学
に
お
い
て
も
、
少
数
の
国
際
競
争
に
打
ち
勝
て
る
研
究
チ

ー
ム
に
資
源
を
集
中
化
し
て
、
文
部
科
学
省
の
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

採
択
を
目
指
そ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
も
「
教
育
・
研
究
・
サ
ー
ビ
ス
活
動
に

お
い
て
三
重
大
学
の
独
自
性
を
発
揮
で
き
る
国
際
交
流
を
促
進
す

る
」
と
い
う
大
目
標
を
設
定
し
、
社
会
貢
献
に
つ
い
て
は
、
　
「
社
会

と
の
双
方
向
の
連
携
を
促
進
し
、
三
重
大
学
が
地
域
社
会
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
で
、
そ
の
誇
り
と
な
る
存
在
に
な
る
」
、
経
営
・
管
理
・

組
織
で
は
「
地
域
に
根
ざ
し
世
界
に
誇
れ
る
独
自
性
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
戦
略
的
経
営
・
管
理
と
機
動
的
な
組
織
つ
く
り
を
目
指
す
」
、

教
育
・
研
究
・
環
境
基
盤
で
は
「
三
重
の
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
て

人
と
自
然
の
調
和
・
共
生
に
配
慮
し
た
安
全
で
機
能
的
な
教
育
・
研

究
環
境
基
盤
を
整
備
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
経
営
・
管
理
・
組
織
の
目
標
や
計
画
に
つ
い
て
は
、
　
「
ベ
ス
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ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
、
「
ナ
レ
ッ
ジ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
、
「
＝
き
－
U
o
－

9
。
畠
－
＞
9
」
な
ど
の
経
営
学
の
教
科
書
に
出
て
く
る
用
語
も
散
り

ば
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
三
重
大
学
戦
略
プ
ラ
ン
で
は
以
上
の
よ
う
な
膨
大
な
目
標
・
計
画

が
わ
ず
か
A
4
で
二
枚
の
原
稿
に
ま
と
め
ら
れ
て
図
示
さ
れ
て
い
る

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
に
三
重
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー

　
地
域
に
根
ざ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
メ
ン
ト
の
中
に
あ
る
「
地
域
に
根
ざ

　
世
界
に
誇
れ
る
独
自
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
世
界
に
誇
れ
る
独
自
性
」
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
説
明
を
し
て
お
き
ま
す
。

　
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
中
の
地
域
と
い
う
言
葉
に
対
し
て
、
ロ
ー
カ

ル
で
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
と
ら
え
方
を
す
る
方
も
お
ら
れ
る
の
で
す
が
、

地
域
と
い
う
の
は
三
重
県
に
限
ら
ず
も
っ
と
広
域
な
意
味
を
も
っ
て

お
り
、
都
会
の
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
地
域
と
い
う
言
葉
を
入
れ

て
い
る
大
学
も
あ
り
、
東
京
も
、
大
阪
も
地
域
で
す
よ
と
説
明
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
三
重
県
が
シ
ヤ
L
プ
と
い
う
世
界
的
な
企
業
を
誘
致
し
た

よ
う
に
、
三
重
大
学
か
ら
世
界
に
誇
れ
る
教
育
・
研
究
成
果
を
上
げ

た
場
合
に
も
、
ま
さ
に
、
地
域
に
根
ざ
し
、
世
界
に
誇
れ
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
た
め
に
な
る
こ
と
は
、
世
界
中
の
住
民
の
た

地域に根ざし世界に誇れる独自性

㊤地域とは？

　翻三重県に限らずもっと広域

　　》大阪大学のミッションの「地

　　域に生きる世界に伸びる」に

　　も「地域」という言葉が入っ

　　ている
　隔三重大学から、世界に誇れる独

　　自性豊かな教育・研究成果を生

　みだす。
　　》三重県がシャープを誘致した

　　　ように

　籍地域生活者起点

　　膨地域住民のためになること

　　は、世界中の住民のためにも

　　なる。
②独自性とは？

　齢地味な基礎研究でも世界でただ

　　一つのユニークネスをもと
　　う。

め
に
も
つ
な
が
る
こ
と
も
多
く
、
一
見
、
そ
の
地
域
の
特
殊
な
こ
と

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
追
求
す
る
こ
と
に
よ
り
普
遍
化
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
独
自
性
と
い
う
言
葉
で
す
が
、
地
方
大
学
が
上
位
校
と
の

総
力
戦
で
競
争
し
て
も
、
最
初
か
ら
勝
負
は
つ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、

た
と
え
華
々
し
く
な
く
て
も
世
界
で
た
っ
た
一
つ
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
を

も
っ
た
研
究
を
し
よ
う
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
訴
え
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
重
大
学
の
教

　
「
感
じ
る
力
」
「
考
え
る
力
」
「
生
き
る
力
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
育
の
基
本
方
針

　
コ
ミ
ュ
一
一
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
「
感
じ
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る
力
」
「
考
え
る
力
」
「
生
き
る
力
」
そ
し
て
そ
の
基
盤
と
な
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
」
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

　
「
感
じ
る
力
」
　
「
考
え
る
力
」
　
「
生
き
る
力
」
と
は
小
学
校
や
中

学
校
の
教
育
の
理
念
と
同
じ
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
も
あ
る
の

で
す
が
、
三
重
大
学
と
し
て
の
定
義
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
度
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
農
　
　
　
　
　
力
ル
力

　
　
　
　
　
　
　
　
育
心
　
　
　
力
論
カ
グ

　
　
　
　
　
　
術
　
の
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
求
推
イ
ン

　
　
　
力
　
　
技
　
て
導

と
　
　
習
力
●
康
し
指
　
　
探
的
テ
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
題
学
リ
ン

」
　
　
　
学
　
決
識
健
と
、

勧
　
翻
離
躬
謙
謡
鑓
緯

　
　
　
主
実
問
専
心
社
協

「感じる力」　「考える力」　「生き

　　　　コミュニケーションカ

豊かな感性・気づき

高い論理性
強いモチベーション

学ぶ喜び

　　　　コミュニケーション力

国語力、実践外国語力、情報発信力、発表・討論・対話力

灘
1
㎜
1
態
難
i
i
i

ご
理
解
を
得
よ
う
と
努
力
し
て
い
ま
す
。
感
じ
る
力
と
は
、
豊
か
な

感
性
・
気
づ
き
、
高
い
倫
理
性
、
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
学
ぶ
喜

び
な
ど
か
ら
な
り
、
考
え
る
力
は
課
題
探
求
力
、
科
学
的
推
論
力
、

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン
グ
カ
、
な
ど
か
ら
な
り
、
生
き
る
力
と
は
、

主
体
的
学
習
力
、
実
践
力
、
問
題
解
決
力
、
専
門
的
知
識
・
技
術
、

心
身
の
健
康
、
社
会
人
と
し
て
の
態
度
、
協
調
性
、
指
導
力
な
ど
か

ら
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
三
つ
の
力
を
さ
さ
え
て

い
る
基
盤
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
カ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
国
語
や
実
践
外
国
語
な
ど
の
語
学
以
外
に
も
、
情
報
受
発
信
力
、

発
表
・
討
論
・
対
話
力
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
力
は
、
従
来
の
講
義
と
い
う
授
業
形
態
の
み
で
は
、

酒
養
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
「
戦
略
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
も
ご
理
解
を
得

　
戦
略
と
は
？

　
　
　
　
　
　
　
よ
う
と
努
め
て
い
ま
す
。
　
「
戦
略
」
と
は
選
択
と

集
中
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
　
「
三
重
大
学
C
O
E
」
と
い
う
研
究

組
織
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
先
に
も
述
べ
ま
し
た

が
、
少
数
の
国
際
的
に
打
ち
勝
て
る
可
能
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
選
択

し
、
資
源
を
集
中
化
し
て
と
期
限
を
限
っ
て
特
段
の
優
遇
措
置
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
の
代
わ
り
に
成
果
主
義
評
価
と
任
期
制

と
い
う
厳
し
い
評
価
が
な
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
選
択
と
集
中
を
さ
れ
な
か
っ
た
人
た
ち
は
、
独
自
性
の
あ
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戦略とは？

㊤戦略とは選択と集中

㊤選択と集中をする部分

　褻例：三重大学C　O　E

　　》国際競争に打ち勝てる可

　　能性のあるテーマ
　　艶特段の優遇措置

　　艶成果主義評価と任期制

⑫選択と集中しない部分

　》独自性のある萌芽的研究に

　　チャレンジ

る
萌
芽
的
な
研
究
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
訴
え
て
い
ま
す
。
選

択
を
さ
れ
た
人
も
、
さ
れ

な
か
っ
た
人
も
、
ど
ち
ら

も
大
学
に
と
っ
て
は
存
在

価
値
の
あ
る
方
々
で
あ

り
、
両
者
が
三
重
大
学
の

命
運
を
か
け
て
一
生
懸
命

や
っ
て
い
た
だ
か
な
い
と
困
る
わ
け
で
す
。

　
　
　
　
　
　
ど
の
よ
う
な
教
職
員
評
価
を
導
入
す
る
か
と
い

　
評
価
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
う
こ
と
は
、
大
学
構
成
員
が
最
も
気
に
し
て
い

る
こ
と
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
実
際
た
い
へ
ん
重
要
な
問
題
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
、
目
標
達
成
度
や
実
績
を
査
定
し
、
ラ
ン
ク
付
け
を
し
て
、

そ
れ
を
人
事
や
給
与
に
連
動
さ
せ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
成
果
主
義

評
価
を
導
入
す
る
企
業
が
増
え
て
い
ま
す
。
大
学
で
も
そ
の
よ
う
な

成
果
主
義
評
価
を
導
入
し
て
い
る
大
学
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
最
近

は
学
校
で
も
、
ラ
ン
ク
付
け
に
よ
る
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。　
法
人
化
後
は
、
大
学
全
体
と
し
て
は
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の

達
成
度
お
よ
び
、
教
育
・
研
究
活
動
等
の
評
価
に
よ
っ
て
運
営
費
交

付
金
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
成
果
主
義
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
な
る

わ
け
で
す
が
、
そ
れ
で
は
、
こ
の
成
果
主
義
評
価
を
そ
の
ま
ま
学
内

の
教
職
員
の
個
人
評
価
に
も
当
て
は
め
る
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
は
、

い
ろ
い
ろ
と
問
題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
と
調
べ
て
み
ま
す
と
、
我
が
国
で
は
こ
の
よ
う
な
成
果

主
義
評
価
や
目
標
管
理
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
賛
成
意
見
だ
け
で
は

な
く
、
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
聞

く
わ
け
で
す
。

評価について

㊤目標達成と成果主義による評価

　》目標達成度と実績を上長が査定してラ

　　ンク付けし、人事や給料に反映させる。

◎今我が国では目標管理や成果主義評価制

　　度の見直しの時期

　褻評価に多大のエネルギーを費やす。

　籍厳密に公平な評価を行うことは困難で

　　あり、不平不満が生まれ、逆に志気が

　　低下することがある。

　》目標達成度評価のみでは目標を低く設

　　定するなど形式化することがある。

　
そ
の
理
由
と
し
て

は
、
評
価
に
多
大
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
こ

と
、
厳
密
に
公
平
な
評

価
を
行
う
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
不
平
不
満
が

生
ま
れ
、
逆
に
志
気
が

低
下
す
る
場
合
が
あ
る

こ
と
、
ぎ
す
ぎ
す
し
た

組
織
風
土
に
な
り
や
す

い
こ
と
、
目
標
達
成
度

評
価
の
み
で
は
目
標
を
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低
く
設
定
す
る
な
ど
形
式
化
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
等
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
今
回
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
の
策
定
に
お
い
て
も
、

こ
の
達
成
度
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
各
大
学
で
は
で
き

る
だ
け
達
成
が
可
能
な
低
い
目
標
を
設
定
し
、
断
定
的
な
言
葉
を
使

う
と
達
成
で
き
な
か
っ
た
時
に
低
い
評
価
を
受
け
る
の
で
、
あ
え
て

三重大学の考える教職員評価制度（案）

⑱目標チャレンジ活動評価

　夢上長による目標達成度の管理的な査定を受けるの

　　ではなく、グループの中で自分達の挑戦的目標と

　　その達成への取り組みを討論し、自己評価する。

鱒優秀な教職員への表彰、大学が求める最低限の活動

　　基準を達成できない教職員への指導・勧告・処分

⑬昇任・再任人事には明確な基準を設け、選択された

　　戦略的部署には成果主義にもとづく任期制を導入

曖
昧
な
表
現
を
使
う
な
ど
、
苦
肉
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
果
た
し
て
こ
ん
な
こ
と
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　
三
重
大
学
の
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
で
考
え
て
い
る
評
価

制
度
は
ま
だ
案
の
段
階
で
す
が
、
基
本
方
針
と
し
て
は
、
三
重
大
学

全
体
の
教
育
研
究
成
果
お
よ
び
目
標
達
成
度
を
高
め
、
運
営
費
交
付

金
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
構
成
員
に
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
与
え
、
か
つ
、
評
価
に
か
か
る
労
力
と
不
平
不
満
の
発
生
を

小
さ
く
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
具
体
的
な
評
価
方
法
と
し
て
は
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
員
活
動
評

価
と
目
標
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
評
価
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
に
開
か
れ
た
評
価
と
は
、
上
長
に
よ
る
管
理
的
な
査
定
を
受

け
る
の
で
は
な
く
、
社
会
に
自
分
の
や
っ
て
き
た
活
動
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
、
社
会
へ
の
説
明
貢
任
を
果
た
し
て
、
社

会
の
人
々
に
評
価
を
し
て
い
た
だ
い
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
発
想
で
す
。

　
ま
た
、
目
標
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
評
価
は
、
上
長
に
よ
る
目
標
達
成

度
の
管
理
的
な
査
定
を
受
け
る
の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
の
中
で
自

分
達
の
挑
戦
的
目
標
と
そ
の
達
成
へ
の
取
り
組
み
を
討
論
し
、
自
己

評
価
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
大
学
と
い
う
組
織
は
、
医
学
部
な
ど
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
が
存
在
す

る
一
部
の
学
部
を
除
い
て
は
、
上
下
構
造
が
希
薄
で
あ
り
、
フ
ラ
ッ
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ト
な
組
織
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
組
織
に
お
い
て
、
上

長
が
部
下
を
評
価
す
る
と
い
う
評
価
方
法
は
す
ぐ
に
は
困
難
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
上
長
が
部
下
を
評
価
で
き
な
い
組
織
で
あ
る
と
す
る

な
ら
ば
、
そ
の
代
わ
り
社
会
に
評
価
を
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
グ

ル
ー
プ
の
中
で
自
己
評
価
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
い
い
で
は
な
い

か
、
と
い
う
の
が
私
ど
も
の
発
想
で
す
。

　
ま
た
、
優
秀
な
教
職
員
へ
の
表
彰
、
大
学
が
求
め
る
最
低
限
の
活

動
基
準
を
達
成
で
き
な
い
教
職
員
へ
の
指
導
・
勧
告
・
処
分
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
昇
任
・
再
任
人
事
に
は
明
確

な
基
準
を
設
け
、
選
択
さ
れ
た
戦
略
的
部
署
に
は
成
果
主
義
評
価
に

も
と
づ
く
任
期
制
を
導
入
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
だ
、
案
の
段
階
で
す
が
、
三
重
大
学
で
は

　
一
一
一
重
大
学
法
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
管
理
機
構
、
教
育
機
構
、
社
会
連
携
研

　
組
織
機
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
推
進
機
構
と
い
う
三
つ
の
機
構
と
総
合
情

報
メ
デ
ィ
ア
館
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
と
い
う
セ
ン
タ
ー
組
織
を
作

ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
経
営
管
理
機
構
で
す
が
、
法
人
化
後
は
運
営
費
交
付
金
が

ま
と
ま
っ
た
形
で
交
付
さ
れ
て
、
そ
の
使
い
道
は
各
大
学
に
あ
る
程

度
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
自
律
的
な
経
営
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
学
的
な
経
営
を
取
り
入
れ

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
経
営
管
理
機
構
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
経
営
企
画
、
財
務
、
危
機

管
理
、
評
価
情
報
分
析
な
ど
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
危
機
管
理

は
、
事
故
や
訴
訟
な
ど
を
大
学
の
自
己
責
任
で
処
理
し
な
く
て
は
な

ら
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
充
実
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
評

価
情
報
分
析
室
で
は
、
大
学
の
命
運
を
決
め
る
中
期
目
標
・
中
期
計

画
の
目
標
達
成
度
や
、
学
位
評
価
授
与
機
構
に
よ
る
教
育
・
研
究
等

の
評
価
に
対
応
す
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
学
内
の

教
職
員
評
価
の
情
報
も
分
析
す
る
役
目
を
担
い
ま
す
。
教
職
員
評
価

自
体
は
、
三
重
大
学
評
価
委
員
会
（
仮
称
）
が
行
う
こ
と
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　
次
に
教
育
機
構
で
は
、
高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
共
通
教

育
運
営
セ
ン
タ
ー
、
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
高
等
教
育
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
学
教
育
の
さ
ま
ざ
ま
な

開
発
を
行
っ
て
、
そ
れ
を
単
な
る
研
究
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は

な
く
、
大
学
全
体
に
推
進
す
る
機
能
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
F
D
な

ど
の
教
育
啓
発
活
動
も
推
進
い
た
し
ま
す
。

　
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
私
学
だ
と
か
な
り
充
実
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
国
立
大
学
で
は
非
常
に
弱
い
部
分
で
あ
り
、
修
学
支
援

部
門
、
就
職
支
援
部
門
、
生
活
支
援
部
門
、
健
康
支
援
部
門
を
一
つ

に
ま
と
め
て
充
実
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
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研
究
お
よ
び
社
会
連
携
の
機
構
と
し
て
は
、
社
会
連
携
・
研
究
推

進
機
構
と
い
う
機
構
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
三
重
大
学
は
従
来
か

ら
地
方
自
治
体
や
企
業
と
の
連
携
な
ど
の
社
会
連
携
を
非
常
に
重
視

し
て
き
ま
し
た
。
特
に
三
重
県
が
大
学
と
の
連
携
を
協
力
に
推
進
し

よ
う
と
し
て
く
れ
た
こ
と
が
、
大
き
な
助
け
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
と
の
連
携
を
軸
に
し
な
が
ら
、
研
究
を
推
進
し
て
い
こ
う
と

い
う
構
想
で
す
。

　
三
重
大
学
C
O
E
は
先
に
も
述
べ
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

と
い
う
の
は
、
C
O
E
に
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
そ
の
萌
芽
的
な
研

究
チ
ー
ム
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
独
立
研
究
科
に
つ
い

て
は
文
理
融
合
型
の
学
際
的
な
も
の
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生
命
科

学
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
あ
る
遺
伝
子
実
験
施
設
や
動
物
実
験
セ

ン
タ
ー
、
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
生
命
科
学
に
関
連
し
た

セ
ン
タ
ー
を
一
本
化
し
て
充
実
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
す
で
に
概

算
要
求
が
と
お
っ
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
連
携
推
進
本
部
と
い
う
の
は
、
地
域
と
の
共
同
研
究
を
推
進

す
る
創
造
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
等
と
、
知
的
財
産
統
括
室
か
ら
な
り

ま
す
。
今
後
は
、
外
部
資
金
の
獲
得
の
面
か
ら
も
、
特
許
取
得
を
重

要
な
位
置
づ
け
に
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
三
重
大
学
内

に
は
企
業
と
大
学
と
の
研
究
の
橋
渡
し
や
特
許
取
得
の
支
援
を
行
う

三
重
T
L
O
と
い
う
株
式
会
社
が
あ
り
、
す
で
に
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

　
三
重
大
学
に
は
こ
れ
以
外
に
三
重
大
学
出
版
会
と
い
う
も
の
を
十

年
前
に
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
地
方
大
学
で
は
珍
し
い
も
の
と
思

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
総
合
し
て
全
学
組
織
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
問
題
は
こ
の
よ
う
な
セ
ン
タ
ー
組
織
を
作
る
た
め
に
今
後
各
学

部
か
ら
定
員
を
供
出
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
、
か
な
り
困
難
な
作
業

が
待
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
部
に
配
分
し
て
い
た
予
算
も
、

中
央
の
組
織
に
配
分
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
を

創
り
上
げ
て
い
か
な
い
と
、
中
期
目
標
・
中
期
計
画
が
絵
に
描
い
た

餅
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
最
初
の
中
期
計
画
は
六

年
間
を
か
け
て
徐
々
に
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
学
内
の
説
明
会
で
は
、
以
上
の
よ
う
な
説
明
を
さ
せ

　
お
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
て
い
た
だ
い
た
最
後
に
、
　
「
こ
れ
だ
け
で
果
た
し
て

三
重
大
学
は
生
き
残
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
を
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
く
ら
り
っ
ぱ
な
戦
略
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

組
織
機
構
を
創
っ
て
も
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
て
構
成
員
一
人

一
人
の
心
熱
き
挑
戦
が
な
け
れ
ば
、
三
重
大
学
は
生
き
残
れ
な
い
、

つ
ま
り
、
魂
が
大
切
で
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
全
体
と
し
て
は
、
目
標
達
成
度
や
実
績
で
評
価
さ
れ
、
数
値
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ミッション実現に向けて構成員一人一人の心熱き挑戦がなければ三重大学は生き残れない！

／

＼韓鯵＼の撒
鰹》ダー
の銚戴

　
　
　
　
　
　
＼

↑
冨

㌶獄
猿

　
＼

灘
．
挙
鐸

／
　／／

勢瞬謡
ン循繊・

目
標
も
設
定
し
な
い
と
い
け
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
大

学
と
は
結
果
が
出
る
か
出
な
い
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
挑
戦
を
す
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、
構
成
員
一
人
一
人
、
各
グ

ル
ー
プ
、
各
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ
高
い
目
標
を
設
定
し
て
、
挑
戦
を
し

て
く
だ
さ
い
と
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実

現
に
向
け
て
、
構
成
員
一
人
一
人
が
一
生
懸
命
挑
戦
す
れ
ば
、
そ
の

結
果
と
し
て
、
大
学
全
体
の
達
成
度
や
成
果
が
上
が
り
、
社
会
か
ら

の
評
価
も
高
く
な
っ
て
、
必
ず
生
き
残
れ
る
と
構
成
員
の
方
々
に
語

り
か
け
て
い
ま
す
。
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